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Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.0.2の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.0.2の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。

資料説明特長

デバイス管理IMM移行ツールリリース5.0.2
は、 [デバイス管理（Device
Management）]ページから
IMMドメインデバイスを追加
および要求できる機能を提供

します。

デバイス管理での IMMドメイ
ンデバイスの追加と要求のサ

ポート

Intersightマネージドモード移行ツール、リリース 5.0.1の新機能と変更された動作

このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 5.0.1の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/IMM-Transition-Tool/User-Guide-5-0/b_imm_transition_tool_user_guide_5_0/m_imm_tt_5_0_device_mgmnt.html


資料説明特長

UCS Managerデバイスの自動
インプレース移行のための

IMM移行の追加

IMM移行ツールリリース5.0.1
では、新しい移行タイプであ

る In-Place UCS Domain
Migrationが導入されていま
す。この新しいタイプでは、

UCS Managerデバイスの
Intersight管理モードへの自動
インプレース移行を実行でき

ます。IMM移行ツールは、
UCS Managerドメイン構成を
取得し、それを Intersightに変
換し、バックアップを取り、

ドメインが Intersight管理モー
ドで再構成できる適切な状態

になるように構成を削除しま

す。また、Intersightモードで
のドメインの初期セットアッ

プも（手動で、または DHCP
を介して自動で）実行されま

す。変換されたドメインプロ

ファイルは、自動的に割り当

てられて展開されます。サー

バープロファイルは、正常に

検出されると、自動的にサー

バーに割り当てられます。た

だし、展開は自動化されてい

ないため、各サーバの電源を

手動で投入し、プロファイル

を展開して、すべてのサー

バープロファイルのプロセス

を完了する必要があります。

移行ツールを使用して UCS
Managerデバイスの自動イン
プレース移行を実行する機能
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資料説明特長

-ツールの基盤となるオペレー

ティングシステムは、Ubuntu
22.04からUbuntu 24.04に変更
されました。したがって、

IMM移行ツール、リリース
4.Xを使用した既存のユーザー
の場合、ツールの既存のバー

ジョンからデータをバック

アップし、新規 ovaファイル
をインストールして、ツール

の最新バージョンでデータを

保存する必要があります。

オペレーティングシステムの

変更

アップロードした構成をプッ

シュするための IMM移行の追
加

クローニングのための IMM移
行の追加

IMM移行ツールリリース5.0.1
を使用すると、UCSM SPAN
ローカルセッションを

Intersightトラフィックミラー
リングセッションに変換でき

ます。ただし、これらのセッ

ションは、 [機器のプッシュ
（Push Equipment）]トグルボ
タンによって制御される、 [構
成のアップロード（Upload
Configuration）] + [Intersight
にプッシュ（Push to
Intersight）]および [Intersight
のクローン（Clone
Intersight） ]移行時にのみ
Intersightにプッシュされま
す。

UCSMから IMMへの SPAN構
成の変換（構成のアップロー

ド + Intersightへのプッシュと
Intersightの移行のクローン作
成）をサポート
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


